
S H I N Y U  vol .14  2022 AUTUMN CONTENTS

美和木材協同組合
茨城県
SH135X-7　MSE  ハーベスタ ( トリケラ )

株式会社 あすなろ四国支社
高知県
SH135X-7　MSE  フェラーバンチャザウルスロボ

下呂総合木材市売協同組合
岐阜県
SH120LC-7SM 　( スミマックス )

株式会社 リーヴフォレスト
大分県
SH75X-6A   KESLA  20SH mkⅡ

北はりま森林組合
兵庫県
SH75X-7　KESLA  20SH mkⅡ

株式会社 昭林
岩手県

SH120-7　PONSSE  H6

浜崎製材 株式会社
福島県

SH135X-7　AFM  テレスコピックアーム＆伐倒ソー

秋田市大滝山自然公園「道川大滝」2310-R-3A

Photo　studio xiao   	 小西 徹
Design　TYD design office　	山川 達也
Rewrite　 Bauhausinc.　　　	 中村 得治

丹波市森林組合
兵庫県

SH75X-3B 
KESLA 20SHハーベスタ

山陽商事株式会社
岡山県

SH125X-3
KESLA 560SHハーベスタ

白川町森林組合
岐阜県

SH135X-3B
KESLA 25SHハーベスタ

小田原緑化開発株式会社
群馬県

SH135X-6  
プロセッサ（イワフジ工業㈱）

齊藤重興業
北海道

SH135X-6
KESLA 25SH ハーベスタ

岩手県大船渡市

気仙地方森林組合
岩手県

SH120-5
KESLA 25RHS mkⅡハーベスタ

株式会社宮崎森林発電所　
宮崎県

SH120-5
木材カッター仕様

SH INYU
vol.07

CONTENTS

LINE UP

森友 9.11.1.indd   2 2016/09/12   2:01

   13

八頭中央森林組合
鳥取県

SH75X-6A 
KESLA20SH

株式会社 ヨシカワ
石川県

苫小牧バイオマス発電
株式会社
北海道

SH250-6MH グラップル

「天空の城」竹田城跡

丸和林業グループ
山陰丸和林業株式会社
島根県 / 京都府

SH135X-6  スイングヤーダ

株式会社
レンタルのニッケン
東京都

CONTENTS

LINE UP

上野物産
鹿児島県　
SH75X-3B　
長浜市伊香森林組合
滋賀県　
SH135X-3B　
神子沢林業
山梨県　
SH120-3　
木材商秋田林業
徳島県　
SH120-5　
竹田木材
石川県　
SH135X-3B　
よつばフォレスト/浅野産業 
北海道
SH135X-3B

萬造寺林業
鹿児島県
SH135X-3　
美山村森林組合
和歌山県　
SH75X-3B　
三次地方森林組合
広島県　
SH75X-3　
二和木材
岩手県　
SH120-3

山崎木材
広島県　
SH135X-3B　
美山町森林組合
福井県　
SH135X-3B　
群馬県森林組合連合会
群馬県
SH120LC-5SM
北海道ニッタ
北海道　
SH135X-3B

グリーン・シャイン
鳥取県
SH75X-3B
秋田グリーンサービス
秋田県
SH75X-3B
つがる森林組合
青森県
SH135X-3B

溝渕林業
高知県　
SH75X-3
松阪地区木材協同組合
三重県　
SH135-3B　
秩父広域森林組合
埼玉県　
SH75X-3B　
西垣林業
奈良県　
SH200LC-5SM
日和田林産
岐阜県　
SH135X-3B
三井物産フォレスト
北海道　
SH120-3

仲山林業株式会社
岩手県
SH120-7 PONSSE H6　
アブクマエコロジー有限会社
福島県
SH135X-7 KESLA25SH mkⅡ
企業組合 山仕事創造舎
長野県
SH135X-7  IWAFUJIグラップル
静岡市森林組合
静岡県
SH135X-7 KESLA25SH mkⅡ
株式会社山崎木材市場
兵庫県
SH120-7  選木仕様
福岡都市開発株式会社
福岡県
SH135X-6 KETO150
株式会社トライ・ウッド
大分県
SH135X-6 NANSEI NPH-48

SHINYU
vol .13

2021 AUTUMN

CONTENTS

スルガフォレスト株式会社
静岡県

SH135X-6 KESLA25SH mkⅡハーベスタ

株式会社鹿角緑地
秋田県

SH135X-7 KESLA25SH mkⅡハーベスタ

千歳林業株式会社
北海道

SH120-7 IWAFUJIグラップル 

米嶋銘木株式会社
京都府

SH75X-6A KESLA20SH mkⅡハーベスタ 

株式会社柳沢林業
長野県

SH135X-7 KESLA25SH mkⅡハーベスタ

京都市京北の北山杉林

井上産業株式会社
北海道
SH135X-7  WOODY 50　
みちのくバイオエナジー株式会社
青森県
SH120LC-7MH   MUROTOグラップル
有限会社斎一林業
福島県
SH120-7  IWAFUJI GP-45A
有限会社西湘造林
神奈川県
SH75X-6A  NANSEIグラップル
竹上木材株式会社
和歌山県
SH135X-7  KESLA25RH mkⅡ
隠岐島後森林組合
島根県
SH120-7  NANSEIスイングヤーダ
有限会社つしまエコサービス
長崎県
SH135X-7 IWAFUJIグラップル

越智重機林業
北海道
SH135X-7  PONSSE H6ハーベスタ 
有限会社真貝林工
北海道
SH135X-7  MSE-TR-550トリケラハーベスタ
株式会社島田木材
富山県
SH135X-7  KESLA25SH mkⅡハーベスタ

森友 vol.12

森友 vol.08

森友 vol.04

森友 vol.11森友 vol.13

森友 vol.07

森友 vol.03

森友 vol.10 森友 vol.06

森友 vol.02

森友 vol.09

森友 vol.05 森友 vol.01

五島森林組合
長崎県　
SH135X-3B
四万十町森林組合
高知県　
SH75X-3B　
飛騨高山森林組合
岐阜県　
SH120-5　

齊藤重興業
北海道　
SH135X-6
気仙地方森林組合
岩手県　
SH120-5
小田原緑化開発
群馬県　
SH135X-6
白川町森林組合
岐阜県　
SH135X-3B
丹波市森林組合
兵庫県　
SH75X-3B
山陽商事
岡山県　
SH125X-3
宮崎森林発電所
宮崎県　
SH120-5 

苫小牧バイオマス発電
株式会社
北海道　
SH250-6MH
株式会社
レンタルのニッケン
東京都　
株式会社 ヨシカワ
石川県　
八頭中央森林組合
鳥取県　
SH75X-6A
丸和林業グループ
山陰丸和林業株式会社
京都府　
SH135X-6  

オホーツクバイオエナジー
株式会社
北海道　
SH135X-6グラップル
雄勝広域森林組合
秋田県
SH135X-6 WOODY 
田中林業株式会社
東京都
SH75X-6A KESLA20SH　
株式会社守岡林産
広島県　
SH135X-6 KETO
株式会社高知官材
高知県　
SH135X-6 KESLA25SH 

米嶋銘木株式会社
京都府
SH75X-6A  KESLA20SH mkⅡハーベスタ
株式会社柳沢林業
長野県
SH135X-7  KESLA25SH mkⅡハーベスタ
スルガフォレスト株式会社
静岡県
SH135X-6  KESLA25SH mkⅡハーベスタ
株式会社鹿角緑地
秋田県
SH135X-7  KESLA25SH mkⅡハーベスタ
千歳林業株式会社
北海道
SH120-7  IWAFUJIグラップル 

BACK NUMBERS

NZとUSAで稼働する林業機械
New Zealand USA Link-Belt

北米は Link-Beltブランドで展開

お問い合わせは…

2203 © 03T.EA340-1

〒141-6025 東京都品川区大崎2-1-1（ThinkPark Tower） TEL.03-6737-2610
北 海 道 統 括 部 TEL.011-765-3355
関東甲信越統括部 TEL.0480-23-8901

東 北 統 括 部 TEL.0223-24-1192

関 西 統 括 部 TEL.06-6476-3736
中 部 統 括 部 TEL.0562-48-5200

九 州 統 括 部 TEL.092-934-0058
中 四 国 統 括 部 TEL.082-941-5100

●オペレータの養成・資格取得のご相談は 千葉教習センター TEL.043-420-1549
愛知教習センター TEL.0566-35-1311 大阪教習センター TEL.06-6476-4555



株式会社リーヴフォレストは、大分市で３年前に創業された新しい会社である。
社員数は、社長を含め現場系５名、事務員１名の計６名で構成され、平均年齢
は３２歳と若さあふれる企業だ。業務内容は、間伐を主体に大分県全域と福岡
県南部地域を施業エリアとして、昨年度の素材生産量は約９，０００㎥。保有機
械は、ＳＨ７５Ｘ-6AＫＥＳＬＡ ２０ＳＨｍｋII、ＳＨ７５Ｘ-６Aグラップル、ＳＨ
１３５Ｘ-７フェラバンチャーの３台で、すべて住友建機製で揃えていただいている。

LE AVE THE FOREST

信頼できる機械との出会い

株式会社 リーヴフォレスト
本社所在地：大分県大分市高江南１－３０－２
代表取締役　児玉　公博 様
電話　０８０－５２１８－００８８
創業　令和元年 レポート担当 : 鮫島 圭介

リーヴフォレスト様とはレンタル機運転指導
の時から長いお付き合いをさせて頂いており
ます。大分支店では現場でのトラブル発生時
に迅速な対応を行い休車時間を最小限に抑え
られるよう引き続きサポートさせて頂きます。

大
分
県

林 業 現 場レポート

次の世代に森を残す

ホテルマンという全くの異業種からキャ
リアをスタートされた児玉公博社長が、
大野郡森林組合の「緑の雇用事業」を
通じて林業に携わり十余年、その間ご
苦労されたことなども含めて色々お話
を聞くことができた。
「大分県の林業関係者は法人個人あわ
せて１００社ほどあると聞いています。
そして、その９０％は皆伐専門で仕事を
されていて弊社のように間伐主体の会
社は少ないそうです。ただ、間伐といっ
ても、５～１５ｈa位の広い現場が多く、
その箇所数も多いので高性能林業機械
の導入は必然でした。」
現在所有されている林業機械をすべて
住友建機製とのことでその選定理由を
お伺いした。
「以前勤務していた会社で、住友以外の
ベースマシンにＫＥＳＬＡがセットされた
車輌に乗っていましたが、相性が良く
ないのかしょっちゅうオーバーヒートし

ました。３０分稼働させては２０分冷ま
すといった作業効率の悪いものでした。
それでもＫＥＳＬＡのハーベスタによる
作業は測尺も正確だし、速さよりも一
本ずつ確実に、きれいに造材できるの
で間伐には最適です。ある時、住友ベー
スの機械で作業する機会があり、夏場
の過酷な条件にもかかわらず、朝から晩
までオーバーヒートすることなく稼働さ
せることができました。その時は本当
に感動しました。住友とＫＥＳＬＡの相
性は最高です。その日から住友機への
信頼が始まりました。」

将来の展望
「林業は、美しい森の中で自然とふれ
あい、それを守っていく　やりがいの
ある仕事です。しかし、仕事の内容に
見合った労働条件を整えられていない
のが現状で、週休二日制の導入や社員
の年収のアップなど、労働環境を整え
ていきたいと思っています。作業効率
の向上のため、高性能林業機械がます
ます重要な要素になっていくと考えて
います。」

左より：佐藤良祐さん　田口哲士さん　児玉公博代表取締役　小野道一さん　川野孝太郎さん

SH75X-6A  IWAFUJI グラップル

SH75X-6A　KESLA 20SH mkⅡ

SH75X-6A　KESLA 20SH mkⅡ

〒 870-0018　大分県大分市豊海 5 丁目 4 番17 号
TEL  050-9001-8654　FAX  097-533-2385

大分支店
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「株式会社あすなろ」は、国有林で従事する労働者の
『白ろう病』認定などを求めた労働組合「全林野」を母体として
昭和６１年１２月に東京で発足、そして全国各地に支社が設けられ、
その四国支社として、昭和６３年高知市に
「株式会社あすなろ四国支社」が設立された。

松山営業所

〒 791-8044　愛媛県松山市西垣生町 320 番地
TEL（089）974-0632　　FAX（089）946-6081

レポート担当 : 河野 恵祐

事業発展を支える高性能林業機械
業務内容としては、全国の他支社が土場
での検知業務を主業務としているが、四
国支社はそれに加えて、四国全域の国有
林の造林・間伐などの森林整備事業や、
伐採・集材・造材などの木材生産事業と
林業全体に業務を拡大することによって
順調に発展してきた。社員数は素材生産
関係４０名、土場関係４０名、事務所６名、
臨時雇用も含めると９０名を超える。機
械化は１８年前から本格的に始め、保有
する高性能林業機を中心に機械化を進
め、グラップル２２台、スイングヤーダ４
台、ハーベスタ６台、プロセッサ２台、フォ
ワーダ１３台、フェラバンチャー２台、バッ
クホー１台、タワーヤーダ１台。その他ド
ローンも３台所有している。

四国の森に活力を

令和２年度の事業実績は、素材生産
量　３５,０００㎥、造林事業　植え付
け１３.５ｈa、切捨間伐７０.１ｈa、森
林作業道作設　４３Ｋｍ、土場での検
知業務　５０,０００㎥である。
短期間に多くの機械を導入されている
が、そのメーカーや機種の選定理由を
担当の阿部淳也事業課長にお聞きし
た。「私自身特に林業機械への深い知
識を情報を持っているわけではないの
で、過去に導入実績のあるメーカーさ
んから選定しました。ただ、ハーベスタ
に関しては、何社もデモ機を持ってきて
いただき比較しました。ヒノキを扱うこ
とが多いので、ＫＥＳＬＡのハーベスタ
がもっとも優れていたので選ばせてい
ただきました。」

地域社会に貢献、還元できる会社づくり
株式会社あすなろの他支社とは違う独自
の事業展開で発展してきた四国支社を率
いる　篠原久広支社長にお話を伺った。
「７年前に支社長に就任した時から社員
に対して言ってきたのは、国有林での仕
事は、公共事業であり、国民の財産で
ある国有林を土台として自分たちの仕事
や生活が成り立っていることを自覚して
欲しいということです。仕事の環境とし
ては、生産性の向上と社員の安全を考
慮して高性能林業機械の導入を積極的
に進めてきました。あとは大型機械の
稼働率をあげることと、ドローンの有効
活用ですね。今はドローンで苗木の搬
送作業をしていますが、架線に活用でき
るもっと大型のドローンを導入したいと
思っています。
今後は、民有林の仕事も増やしていき
たいと考えています。材一本一本に対す
る丁寧な扱いなど、民有林で仕事をさ
れている他社の仕事には学ぶべき部分
も多々有りますので、競合するためのノ
ウハウの集積と技術の向上、ＩＣＴの導
入や促進などが必要だと思っています。
森林を通じて今以上に地域社会に貢献、
還元のできる会社を目指していきます。」

株式会社 あすなろ四国支社 岩藤 陽祐さん　　                 松浦 幸一さん          菊地 正人現場代理人　　　　    平野 伸明さん           赤松 和幸さん　　　　　　　　

阿部 淳也事業課長　　　　    野々下 和也さん　　　谷本 信也さん　               黒瀬 宗樹さん

SH135X-7　MSE フェラーバンチャザウルスロボ

SH135X-6　KESLA25SH

「あすなろ四国支社様は、四国全体の森林
を整備されております。広域に渡るアフター
フォローを四国各地の整備拠点と連携し、
ご満足頂けるサポートに努めて参ります。」

SH135X-7　MSE フェラーバンチャザウルスロボ

本社所在地：高知県高知市塚ノ原４３３番地２
支社長　篠原 久広 様
電話　０８８－８４３－８０１２
創業　昭和６３年

高
知
県

林 業 現 場レポート SH135X-6　KESLA25SH
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北はりま森林組合の所在する多可町は、兵庫県のほぼ中央に位置し、平成１７年に旧加美町、旧中町、
旧八千代町の３町合併によって誕生した。それに合わせ、３町にそれぞれあった森林組合を合併して
北はりま森林組合が発足しました。以後、平成１９年に加西市森林組合と合併、平成２２年に加東市、

平成２３年に西脇市への区域拡大が実現して北播磨地域の森林のほぼ全域を区域とする組合に発展している。
組合の区域面積は約６２，６００ｈａ、そのうち森林面積は約３７，０００ｈａである。
樹種は多可町の人工林では、ヒノキ７２．４％、スギ２７．６％の比率になっている。

貴重な森林資源を
次世代に引き継ぐために

高性能機械の導入で生産量が大幅アップ
今回地域林業の担い手として組合を牽
引されている、代表理事組合長中道忠
憲様に組合の現況や取り組み、将来の
展望などをお話いただきました。
　「森林組合の発足以来、数年の間に
施業区域は広がりましたが、施業の中
心はやはり多可町になります。組合の構
成は、正組合員２２２９名、準組合員
３０４名の計２５３３名で、１名あたりの
森林面積を平均すると１０００㎡程度の
零細所有者が多いのが特徴です。社員
数は、事務系職員１５名、正作業員２３
名、臨時作業員１４名，協力事業体１８
社。平均年齢は４３歳。ＵターンやＩター
ンのメンバーもかなりいます。製造業か
らの転身が多いですね。また、兵庫県

林業大学校の新卒者など、最近の傾向
として、自然の中で仕事をしたいという
若い人材が増えてきているのが組合と
して喜ばしいことだと思っています。素
材生産は、間伐がメインでその生産量
は２０１８年までは年間約１５，０００㎥
程度でしたが、高性能林業機械を導入
した２０１９年以降は２５，０００㎥から
２８，０００㎥と大幅に増加しました。作
業班は以前１班４名の６班構成でした
が、この一年はウッドショックを活かす
ため１班７名の３班体制で搬出を重視し
て施業しています。今、保有している林
業機械は合計２８台、そのうちハーベス
タが３台、プロセッサーが１台となりま
す。今回住友建機さんから0.25㎥クラ
スのＫＥＳＬＡを導入しましたが、オペ

レーターがデモ機に乗って作業効率の高
さを評価しての導入なので楽しみにして
います。作業班が安全で楽しく働いてく
れる職場環境を作ることが大切だと思っ
ています。現在は月曜だけですが、コロ
ナ前は月曜と金曜の週２回安全朝礼を
行っていました。現場も直行や直帰する
のではなく、タイムカード制を取り入れ
ています。毎日顔を会わせ、安全の確
認やコミュニケーションを図る事が良い
仕事に繋がると考えるからです。

左より：田野 智徳さん　石塚 博昭さん　戸田 光哉さん　藤田 和則 参事　梅田 和彦さん　梅田 幸平さん　大橋 佑輝さん　

将来の展望
森林の零細所有者が多いとお話しました
が、最近は所有者の山への関心が薄れて
きているかと思います。山林の地籍調査
も遅れていて、境界のはっきりしない地
区もかなり有ります。行政から、３年後
には組合で地籍事業を進めるよう依頼を
うけています。また、平成２１年から集
約化団地施業への取組みを続けています
が、材価が低迷、横ばいの状況が続く中、
採算ベースとなる機械化効率作業の確立

など、課題は山積しています。令和３年
までの７年間で２０団地の施業を完了し
ましたが、今後も森林の団地化をさらに
進めるつもりです。」

SH75X-7　KESLA 20SH mkⅡ

SH135X-7  NANSEI 木材グラップル

兵
庫
県
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北近畿支店

滝野営業所

〒 620-0803　京都府福知山市字観音寺 340-1

〒 679-0211　兵庫県加東市上滝野８３番地１

TEL 0773-27-2187 　FAX 0773-27-5256

TEL ０５０-９００１-６４５４ 　FAX ０７９５-４８-４４０１

レポート担当 : 木下 明洸

レポート担当 : 増田 雄介

北はりま森林組合様とは初めて導入頂
いたときから、お付き合いさせて頂いて
ます。今後も大阪住重建機さんと協業で、
お客様を全力でサポートしていきます。

現場の突発的なトラブルも住友建機
さんと協同し、いち早く現場に着く方
が対応するなど、ダウンタイムを最小
限に抑える活動を提供していきます。

北はりま森林組合
本社所在地：兵庫県多可郡多可町加美区豊部１９２２－４
代表理事組合長　中道 忠憲 様
電話　０７９５－３５－１１７７
創業　平成１８年４月

SH75X-6A　MSE フェラーバンチャザウルスロボ
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　発足時、地域の素材生産業者６０名
が組合員として参加していたが、４０年
を経た現在では組合員は２５名に減少し
ている。理事長就任以来、今日まで２６
年にわたって組合を牽引されてきた杉山
永喜理事長にお話を伺った。
豊富な資源の活用方法が課題
「岐阜県のスギやヒノキの人工林の蓄積
量は、約１億８，０００万㎥あります。し
かし、木材市場に出てくる伐採された
木の在籍量は年間６０万㎥程度です。
下呂市では３万㎥しか市場に出てきて
いません。単純に計算して、植林しな
いでも３００年分の資源がある訳です。
この豊富な資源を全く有効に利用でき
ていません。木材の流通を川に見立て

下呂総合木材市売協同組合
本社所在地：岐阜県下呂市乗政１２２－２
理事長　杉山 永喜 様
電話　０５７６－２６－３２０２
創業　昭和 58 年

前列左より：大前 千穂子さん　杉山 永喜理事長　　 小林 奈津美さん　　　　　野畑 奈緒美さん

後列左より：中島 大輔さん　小林 仁志さん　　　　泉田 陽亮さん　　　　島田 直人さん　　　　　　　小林 拡平さん

飛騨支店
〒 506-0035　岐阜県高山市新宮町 830 番地17
TEL  050-9001-5978　　FAX  0577-33-4182

レポート担当 : 溝口 博
地域と後継者不足の解消になればとの思いで環境教
育インストラクターの講習を受講し、山の大切さ・
森林の大切さを地域の青少年と共有しました。弊社
が全力で後押しをして地域に貢献できるよう様々な
サポートをお手伝いできるよう全力で頑張ります。

た時、木材市場は川上も川下も見える
中間地点に位置づけられます。川上の
素材生産業者には間伐補助や機械購
入の補助など手厚い補助があるのに、
川中の、特に零細の製材業者などは
利益を全く出せていない状況が続いて
います。昭和４６年の産出量１６０万㎥
をピークに減少が続いています。材価
の低迷、労働者の減少。私が理事長
に就任して以来この状況をなんとかし
たい。今まで林業を支えてきた零細の
製材業者を助けたいと考えてきました。
　組合は、素材生産の山林部と市場
売りの２部門に分かれています。市売
部門は、作業効率の向上を目指して
機械化を進めて来ました。

今年も住友建機のＳＨ１２０－７スミ
マックスを導入したので３Ｋ業務か
らかなり解放されると思っています。
山林部門は１０年前に開設しました。
自前で山を買って、ニーズにあった
木材を市場に出すことに特化して利
益を出すことに成功しました。

次世代に願うこと
　来年、下呂総合木材市売協同組合は
解散して、社員や機械など全てを南ひだ
森林組合に移譲することとなりました。
ウッドショックもあってかなりの黒字の
出ている組合を何故解散するのかという
声も聞きますが、平成１１年に森林組合
を合併させ隣地に誘致したのは、将来
私が引退する時の受け皿と考えたからで
す。引退する人間はきれいに身を引き、
これから頑張ってくれる人たちに何も言
うべきでは無いと思っています。
ただ、地元を大切にして欲しい。先人が
守り続けた森林を大切に活用し、次の
世代に渡して欲しいと心から願います。」

SH120LC-7SM  ( スミマックス ) 　IWAFUJI グラップル

下呂市は岐阜県の中央に位置し、
中山間地域の森林資源の豊富な地域である。
岐阜県は全国でも有数の製材業者が多い県であり、
下呂市とその周辺地域に集中している。
昭和５８年、下呂市内３か所にあった木材市場が、
都市計画で現在地に移転し競合しながら施業していたが、
平成元年に３市場を統合して下呂総合木材市売協同組合が発足した。

地域林業と森林環境を
守って４０年

細江 孝広さん　　新家 小奈恵さん

岐
阜
県

林 業 現 場レポート
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茨城支店

〒311-3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡 4302
Tel　０５０-９００１-８６０７　Fax　029-292-8243

レポート担当 : 野原 幸一

いう事業には協力すべきだと　髙井
理事長は考えられて、新たに作業班
を編成して臨製の導入に踏み切りま
した。
高性能林業機械等なかった時代、
チェーンソーと鳶と集材機は阿波山
製品事業所から借り受けて、巻き立
ては人力での作業で何とか期間内に
完了する事が出来ました。
　顧みれば組合内に、直轄の作業班
を以って臨製に取り組んだ事が、組
織としての将来と方向性を決定づ
け、同時に社会的な信用を向上させ
る英断でありました。その実績と業
務評価が、翌年に水戸営林署から
12,500㎥と前年を上回る契約を結
ぶ事となり、今日に繋がっています。

新しい林業への挑戦
　現在組合の職員は37名で、生産が
22名、造林10名、トラック運転手が
4名、オガ粉製造が2名です。平均年
齢は40歳、生産班は5班で班長会議
の中で検討され構成メンバーを固定しな
いで交流するようにしています。高性能
林業機械は39台の保有で、その内住
友さんの機械は11台です。現場からの

世界がカーボンニュートラルを目指す中
で林業の重要性が高まっています。高
性能林業機械の導入を通して、価値あ
る自然をお客様と共に守って参ります。

左より：吉﨑 進さん　      會澤 拓さん　       川西 正則 理事長　       石川 司さん　

意見を聞いて決めていますが、住友さん
の機械に対する現場の評価は非常に高
いという報告を受けています。
昨年度の生産量は35,000㎥でした。
作業員数に比べて機械が多い割には生
産数量は少ないと思われるかもしれませ
んが、8時始業開始16時30分終業の
定時就業制で残業はありません。将来
的には50人規模にしたいと考えていま
すが、高卒者の応募が少ない等作業員
の確保が難しい状況にあります。
しかしながら、林業は成長産業といわれ、
伐って、使って、植えて、育てる、緑の
循環システムの構築と脱炭素社会への貢
献、さらに木材利用が住宅から中大規模
建築物へと推進されてゆく状況の中で、
木材の供給源である原木生産を担う私共
林業事業体が、先進的林業機械等をフ
ル稼働して生産量を一段と高め、若い労
働力の確保に全力で取り組むという使命
感に燃えて新しい林業への挑戦をして行
きたいと考えています。

SH135X-7　MSE ハーベスタ（トリケラ）

SH135X-7　MSE ハーベスタ（トリケラ）
SH135X-6　MSE ﾌｪﾗﾊ ﾝ゙ﾁｬｰｻ ｳ゙ﾙｽﾛﾎﾞ
SH135X-6　IWAFUJI ﾌ ﾛ゚ｾｯｻｰ

美和木材協同組合は、戦後の復興期の住宅建築ブームの中で
木材需要の高まりに応えるべく、

昭和38年に地域の製材業者14社が、
国有林の立木を、共同購入することを主な目的として、

中小企業協同組合法に基づく法人組織として設立された。

創業から60年、
意欲と能力を発揮して
新しい林業への挑戦

発展の礎は理事長の英断から　
昭和 40 年、東京営林局の事業部長
さんから臨時製品生産請負事業（臨
製）の話があり、水戸営林署と 8,000
㎥の請負契約を交わす事になり、組
合直轄の作業班を組織して業務遂行
する事になりました。
この時、当時の理事長から臨製の現
場監督に採用されて、以来 57 年、
組合を率いてこられた現理事長の川
西正則さんに、今日までの組合の歩
みや今後の展望などを聞きました。
　当時の髙井理事長さんが臨製を組
合員に相談したところ、皆さんから
賛成が得られなかったそうです。注
文材等うま味のある自社の仕事が優
先だったからです。しかし国が行うと

美和木材協同組合
本社所在地：茨城県常陸大宮市鷲子４６番地の１
理事長　川西 正則 様
電話　0295 － 58 － 2899
創業　昭和 38 年 4 月

SH135X-7　MSE ハーベスタ（トリケラ）

林 業 現 場レポート
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最初は端材のチップ加工から
「社名は製材ですが、９０％木材チップ
製造の会社です。」と濱崎さちえ代表取
締役は、にこやかに話しはじめられた。
「現会長が製材の過程で出る端材をチッ
プ加工したことから始まり、建築材が
プレカット中心になり、製材の仕事が少
なくなっていくのではないかとの危機感
から、チップ加工専門に事業展開をし
ました。その事業に伴って、より効率の
良いワンウェイ方式のチップ生産のため
に、ハマサキローリングバーカー（木材
皮むき機）やトロンメルスクリーン（チッ
プ選別機）などチップ製造に必要な機
械を考案し、１００社以上のチップ工場
に採用を頂いています。」
その後社業は順調に発展し法人化や大
手の製紙会社との取引も始まる。現在
チップ工場では、製紙用と燃料用のチッ
プを製造している。
順風満帆のようなのに、なぜ平成３１年
に新たに林業部を立ち上げられたので
すか？の問いに。
素材生産への新たな取り組み
「一人親方の高齢化など、林業担い手不
足はとても深刻な問題です。将来の森 左より：松本 晋さん　紺野 定一さん　石川 和弘常務　伴場 浩幸さん　菅野 翔平さん　鈴木  健二さん　遠藤 香奈子さん

林や里山を守り、自社の原材料の調達
を円滑にするためには積極的に林業に
取り組む必要があると考え、私が林業
部の立ち上げを提案しました。」と石川
和弘常務取締役。「ただ、誰も山仕事の
経験がないので、何のノウハウもなく、
山の買い方も分かりませんでした。私の
父親が、シイタケの原木栽培用のホダ木
をとるための山を持っていたので、そこ
で作道から集材までミニユンボ１台で見
よう見真似で始めました。真似事から商
売にするのは大変でした。会長からどん
な仕事でもこなせるようになりなさいと
教えられていたので、多くの人から教え

を受け、試行錯誤で山仕事に臨みました。
作業班は６名編成で１班です。昨年の素
材生産量は、５，５００㎥でした。今年
からようやく採算ベースになり、今まで
チップ製造部門に頼りきりで迷惑をかけ
たので、これから恩返しを始めれると思っ
ています。素人集団の私たちが何とか形
になってきたのも高性能林業機のおかげ
です。現在山の現場用の機械は１０台保
有しており、ショベル６台のうち５台が
住友建機製になります。
山に入って気付いたのですが、私が子供
の頃に見ていた山と違いました。昔のほ
うが、山はもっと整備されて美しかった

SH75X-6A　MSE グラップルソー

SH135X-7　MSE ハーベスタ（トリケラ）

SH135X-7　AFM テレスコピックアーム＆伐倒ソー

浜崎製材 株式会社
本社所在地：福島県本宮市高木字猫田４６－２
代表取締役社長　濱崎 さちえ 様
電話　０２４３－３３－４４００
創業　昭和３１年８月

浜崎製材株式会社は、昭和３１年８月に現会長濱崎喜一郎氏によって浜崎材木店として開業された。
その後昭和３４年に製材工場を新設し、一般建築材の販売を主業務とする。

昭和５０年に法人設立し、現社名「浜崎製材株式会社」とした。平成３１年新規事業として
「林業部」を立ち上げ素材生産業に着手し、現在に至る。

　浜崎製材株式会社が所在する福島県本宮市は、福島県の県北、中通りに位置し、
北西に奥羽山脈の南端、秀峰安達太良山を望み、東の阿武隈高地のなだらかな丘陵地とに挟まれた、

江戸時代より奥州街道の本宮宿として栄えた歴史ある町です。

地元の人たちに喜ばれる
　　　　　　　　森林を創る

郡山支店
〒 963-0724　福島県郡山市田村町上行合字北川田 15-3
TEL  024-943-5355　　FAX 024-941-1078

レポート担当 : 長沼 亮
浜崎製材様には多くの住友機をご使用頂
いており、機械性能・サービス等で評価頂
いております。引続き「山を美しく整備して
地元の人たちに喜んでいただけるよう」微
力ながらバックアップさせて頂きます。

福
島
県
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ように思います。山を美しく整備して地
元の人たちに喜んでいただけるよう尽力
するのが、この仕事に携わった私たち
の責務だと考えています。」
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（株）昭林は、昭和３５年盛岡市で素材生産を主な事業目的とし昭林興業（株）の名称で創業された。
その後平成３年に大船渡市、宮古市、遠野市を基盤とする三陸林産興業（株）と合併し北上山地での事業が主力となり、
社名を現在の（株）昭林に変更した。平成２４年には、大船渡市に工場を構え、木材チップの製造販売を業務としていた
進誠産業（株）（本社：東京都新宿区）と合併し現在に至る。合併当初より、代表取締役として（株）昭林を率いてこられた
小林拓夫様にこれまでのご苦労されたことや会社の今後についてなどをお話しいただいた。

食品燻製用のチップ

豊
か
な
森
林
資
源
と
優
秀
な

人
材
育
成
で
林
業
の
未
来
を
拓
く

株式会社 昭林
本社所在地：岩手県盛岡市南大通２－１０－２８
代表取締役　小林 拓夫 様
電話　０１９－６２４－２１０３
創業　昭和３５年６月

盛岡支店
〒 028-4132　岩手県盛岡市渋民字岩鼻 20-21
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昭林様には住友機を多くご使用頂
いており、燃費性能等評価頂いて
おります。今後も機械性能やアフ
ターサービス面等の評価を継続出
来るように取り組んで参ります。

信頼できる林業機械とともに
「現在の弊社の事業規模ですが、社員
数は素材生産に携わる山林部が５６名、
製紙用や食品燻製用のチップの製造に
携わる製造部が３０名の合計８６名在
籍しています。昨年度の実績は、山林
部が作業班９班体制で８０，０００㎥、
製造部の木材チップ生産量が４，５００
ｔです。林業機械は、フェラバンチャー
ザウルス９台、ハーベスタ６台、プロセッ
サ４台、グラップル、グラップルソーな
ど２１台、フォワーダー１４台の合計５４

台を保有しており、ショベル系４０台
のうち１５台が住友建機製とメジャーに
なっています。
平成３年の合併で従業員も増え、それ
に伴い生産量も大幅に増加しましたが、
当時はアカマツや広葉樹を主に生産し
ていたので、機械化は遅かったと思い
ます。平成１６年頃から、遠野営業所で
スギやカラマツの生産が増加してきた
ことで高性能林業機械を使用する作業
が標準になってきました。機械化が進
むことで、生産量も上がりましたが、そ

れ以上に３Ｋと言われていた山林作業
現場での事故が減ったことが喜ばしい
ことでした。給与も含め、安定したやり
がいのある安全な働く環境を整えてい
くことで、優秀な若い人材が入ってくる
ようになりました。住友建機さんには、
新しい技術を搭載した安全性の高い、
生産性をアップする次世代マシンを開
発していただくことを期待しています。
大震災を乗り越えて
苦労したことは、なんと言っても東日本
大震災により大きな被害を被ったこと
です。弊社のメイン工場であった大船渡
工場（チップ工場）が津波で全損、操
業が不能となりました。人的被害がな

左より：林崎 加豆人さん、木元 真悦さん、菊池 一寳さん、菊池 尚さん、木元 良太さん

再建を図りましたがその後数年債務超
過の状態が続きました。会社が再建出
来たのは、取引先・同業者組合・金融
機関など各方面からの支援の賜物だと
心より感謝しています。今後も取引先・
従業員・株主から信頼され、これに応
えられる事業体として成長していきたい
と考えています。」
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かったのが救いですが、売上は７０％以
上の減となりました。大船渡営業所は
辛うじて被災を免れましたが、沿岸部
にあった製材所、合板工場、製紙工場、
チップ工場など木材を買ってくれる事業
所が、ほぼ全てが被災し木材需要は激
減しました。岩手県山田町に工場を移
転して被災後４ヶ月ほどで操業を始め、
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